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「生きていること 生かされていること」

さくら動物病院 院長 平林弘行先生

『命』についての学習として、「生きていること 生かされていること」とい

う題で講演をしていただきました。

前半は、生まれつき両手・両足がないオーストラリア人のニックさんのビデ

オを紹介してもらいました。生きていくことへの絶望を乗り越え、大学を卒業

し、また、サーフィンや水泳、ゴルフなど何にでも挑戦し成し遂げていく姿か

ら、あきらめないことの大切さを教えてもらいました。

後半は、代表児童に聴診器を当てて心臓の鼓動を聞くことに

より、自分たちが生きているということを実感させてもらいま

した。その鼓動を自分で止めようとしても不可能であることか

ら、自分ではコントロールできない『命』の大切さを伝えても

らいました。

最後に、この大切な『命』を生かして夢に向かってあきらめずにチャレンジ

していってほしいというメッセージをいただきました。子どもたちは、平林先

生のこのメッセージをしっかりと受け止めることができました。

いのちがたいせつだとおもい ニックさんがすごいことをしていた。

ました。 プールやパソコンが手と足なしででき

ニックさんが、どれだけたい るのは、あきらめないからだと思いま

へんか、わかりました。（１年生） した。ひらばやし先生は「できないと

おもっているのは、あきらめているこ

と。あきらめないとかなうことがある」

きょう、命のじゅぎょうがあり とおしえてくれました。がんばってい

ました。さいしょにえいぞうをみ たら、ぜったいそのことがかなうのは、

せてくれました。そこには、手と しらなかったです。じぶんもそういう

足がない人がしました。その人は ことができる人になりたいです。

すごい人でした。なぜかというと、 しんぞうの話のとき、２人がしんぞ

プールも泳げるし、ころんでもあ うをとめれるかやったけど、しんぞう

きらめなかったからです。ぼくが はとめれませんでした。どうしてとめ

その人だったら、学校にいきたく られないかは、「いきているからとめら

なくて家にいるかもしれないで れないのです。ドックン、ドックンな

す。その人はりっぱだと思いまし るのは、いきているしるしです」とお

た。さいごに心にのこった言葉が しえてくれました。 （２年生）

「手足がなくてもできないことは

ない」と言う言葉です。（３年生）

ニックさんは、手と足がなくても神様からさずかった大切な命を工夫しなが

ら生きています。失敗をいっぱいしながら、成功して人生をあゆんでいます。

ぼくは、あらためて命の大切さを知りました。 （４年生）



手や足がなくても生活できるし、 最初に動画でニックさんという人が

あきらめなければふつうの事やそれ 出てきたときに手足がないのを見てび

以上の事ができるということがわか っくりしました。でも、けんめいに生

りました。私たちは手も足もあるの きていることやセミナーをやっている

で、そんな大切なことに気がつけな のを見て感動しました。ぼくも前向き

かったのかもしれません。でも、手 に生きたいと思いました。命があるか

足があるからこそ不自由なことなく ら今こうして生きているので、両親や

生活できているので、感謝しなけれ 家族をあらためて大切だと思いました。

ばいけないと思いました。このよう 今、生きていることを実感し、命の大

な事も、命がないとできません。命 事さがわかりました。 （６年生）

は、とても大切なものだと思いまし

た。 （５年生）

・「自分もがんばろうと思った」と感想に書いた児童もあり、ただ「かわいそ

うだな」という気持ちで終わるのではなく、それを越えて「すごいな」「自

分もがんばりたい」という気持ちを低学年でももてたことに驚くとともに、

うれしく思いました。

・子どもたちは今回の話を通して、あきらめずにやり続けることの大切さを改

めて知ることができたと思います。また、そのようにがんばることができる

のは、『命』があるおかげなのでと実感することもできたようです。

・ニックさんの「手なし、足なし、不可能なし」というモットーと生き方から、

「努力し続けることのすばらしさ」が子どもたちの心に響いていたようです。

また、心臓の音を実際に聞いたことで「命の大切さ・ありがたさ」を実感で

きたようです。

・夢をあきらめない話は、自分に置き換えながら聞いていたようです。心臓の

音にも興味津々で、「生きていること」を考えるよい機会になりました。

・ニックさんを見て、勇気をもらえた子、自分がとても幸せであることを知っ

た子など、感じ方はさまざまでしたが、みな心に大きく響いていました。心

臓の音を聞くのは、「生きている」という実感をもつことができる貴重な経

験でした。 （職員）

津島税務署より
感謝状をいただきました

２６日（月）に津島税務署より本校の租税教育の推進に対し

て感謝状が授与されました。これは、毎年６年生が「租税教室」

を受講してきたことと、夏休みの作品募集で「税に関する書道」

に多くの児童が出品したことが認められたものです。この日は、

署長の新開敏正様始め３名の署員の方が来校され、感謝状と記

念品をいただきました。現在、消費税の税率変更が話題になっており、子ども

たちも税に対する関心が高まっているところです。

今後も税の仕組みの正しい認識につながる学習を進

めていきたいと思います。

※ １２月１日（土）から７日（金）の

１３：００と２２：００に、クローバー

テレビの「ウィークリートピックス」で

その様子が放映されるそうです。


